
“その人らしさ”を応援できる社会のために
～幼児期のジェンダーガイドブック～
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2015 年に国連で「持続可能な開発目標（SDGs)」が採
択され、ジェンダー平等の達成が地球規模の課題と位置
付けられ、その解決に向けて企業の積極的な取り組みが
期待されています。ジェンダーバイアスへの対応につい
ても、社会的責任として捉えるだけでなく、競争力の強
化や新たな市場の創出につながるという考え方が必要と
なってきました。しかし、ジェンダーは難しいと敬遠さ
れがち。誰にでも分かるような簡単なガイドブックがあ
れば、伝わりやすいかもしれないという声もありました。

幼児期は、自分や周囲の人たちに身体的な性差があるこ
とに気づき始める時期であり、同時に周囲の大人たちの
何気ない社会的な性規範（ジェンダー）を内面化しはじ
める時期です。そのような時期に、私たち大人自身がも
う一歩踏み込んで意識して行動してみることで、子ども
たちにもっと多様性にあふれたよりよい社会を引き継げ
るかもしれないーー。そんな思いを込めて、本冊子を制
作しました。

本冊子では、私たちの意識をめぐるアンケート結果と、
そこから浮かび上がってきたジェンダーバイアスを助長
しかねない言動や社会の仕組み、さらにはそれらを克服
できる可能性のある国内外の企業や幼児教育機関の先進
的な取り組みをご紹介しています。

本冊子を多くの皆様にお読みいただき、広く考えていく
きっかけになればと考えています。

この冊子は、幼児期の子どもに関わる皆様、特に企業や
教育機関、自治体、保護者の皆様に向けたジェンダーガ
イドブックです。

私たちは、主に CSR の視点から言語、環境、経済、文化
などさまざまな分野で企業や NPO 等を支援している 
( 有 ) エコネットワークスの事業活動を通じて知り合っ
たメンバー (TSA※) です。国内外で、翻訳、取材、コ ン
テンツ作成、コンサルティング、調査・分析等に携わり、
子育てをしながらもプロフェッショナルに仕 事をしてい
るメンバーも多くいます。

そんな私たちは、とりわけ日々の子育てを通じて、性別
による「決めつけ」によって子どもたちの可能性を狭め
かねないようなエピソードに出会い、日本社会における
“ジェンダーバイアス” の根深さを感じてきました。

「男の子なんだから泣かないの！」
「女の子なんだからかわいくしなきゃね！」
お父さんは仕事、お母さんは家事・育児
なぜ男の子が黒で、女の子が赤やピンクのランドセルを
背負っているCMなのか――

悪気のない何気ない言葉や行動なのかもしれません。し
かし、そうしたジェンダーの固定観念が次の世代に引き
継がれ、一人ひとりの個性が活かされない社会になって
しまいかねないことを、私たちは危惧しています。

※TSA（Team Sustainability in Action）：エコネットワークスでの
事業活動だけでなく、「個」としてもサステナブルな社会の実現という
共通の志をもつパートナーのネットワーク。「個」が輝くサステナブル
な社会の実現に向け自らサステナブルに変わっていくための機会を共
有し、実践を積み重ねています。
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回答者数は497名。うち女性が390名（79.8%）、
男性 96名（19.6%）、その他 11名（0.6%）。
子どもの有無は、女の子だけ（29.6%）、男の子
だけ (27 %)、男女 (29.4%) とほぼ同数で、子ど
もがいない人が 13.1％でした。
（2019年 7月に実施）

冊子の作成にあたり「そもそも日本に住んでいる人たちの幼児期の子どもをめぐるジェンダー意識
は、どんな感じなのか？」という疑問が湧いてきました。そこで、アンケート調査を実施したとこ
ろ、多くの方が興味をもってくださり、結果的に約 500名にご協力いただけました。この章では、
アンケート結果と、そこから見えてきたいくつかの視点をお伝えします。

女性 (390 名 )　 男性（96名）　　

20代
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50代
60代
70代
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6

1
26
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第１章 子ども・子育てとジェンダー意識～アンケートの結果から

本アンケートは、幼児期の子どもをめぐる大人のジェンダー意識を客観的に調べ
ることを目的としています。特に、大人のジェンダー意識が子どもたちに影響を
及ぼしやすい場面を選び、作成しました。
　
限られた対象への調査であることから社会全体の傾向をすべて反映しているわけ
ではありませんが、大人によるジェンダーへの意識が現在の社会に映し出されて
いる状況が伺えます。

それぞれの場面に関するアンケート結果からは、子どもたちの可能性を尊重した
い気持ちがある反面で、周囲の目を気にする大人の気持ちの揺らぎ、も垣間見る
ことができました。

女の子のランドセルの色は比較的自由に決められる。でも、男の子
がピンクや赤を選ぶのは相当の覚悟が必要。その原因として「社会
の目」を挙げている人が多かった。

人からもらうプレゼントについては、6割以上が男女で違いがある
と感じている。プレゼント選びの際にも、男女で違うものを選ぶ人
が 6割以上いる。売り場がそうなっているから仕方なくそうしてい
る、中性的なものの選択肢が少ない、非常識と思われたくない、と
いうコメントもあった。

園での男女分けや先生などからの声がけが気になる人は 5人に 1人
程度。コメントからは、男の子には「強さ」を、女の子には「かわいさ」
「やさしさ」を求めている傾向が見える。

男の子の家事、おままごとやおしゃれは、当たり前になりつつある。
一方で、女の子に対しては、6割の人が粗野な言葉づかいが気にな
ると回答し、5人に 1人程度がちゃんばらや戦いごっこなどの遊び
はしてほしくない、と考えている。

ランドセル

プレゼント
おもちゃ

保育機関

身近な場面

アンケートから
見えてきたもの

回答者内訳
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幼児期のジェンダーガイドブック

ランドセル選び

しかし男の子の色になると事情が変わります。
「ピンク」に違和感が 73.7％、「赤」に違和感も
35.9％と高く、「特にない」も 27.7%と女の子に
比べ、格段に少なくなります。

今はさまざまな色のランドセルを選ぶことができ
ますが、女の子の色については「黒」に違和感の
ある人が 20％ほどいる以外は「特にない」が
78.8％と 8割近くいました。

Q.　あなたがランドセルの色として違和感のある色は？

Q.　もし自分が違和感のある色を子どもが選んだら、買ってあげますか？

次に、子どもの有無に関わらず、違和感のある色が
ある人（「特になし」を選択した以外の人）で、もし
自分の子どもが違和感のある色を選んだ場合、買う
かどうかについて聞きました。「女の子へ」は 47.5％、
「男の子へ」は 36.5％が「買ってあげる」と回答す
る一方で、「女の子へ」で 35.6％、「男の子へ」で
45.4％が「分からない」と答えました。

赤
ピンク
藤色
水色
茶色
紺色
緑
黒

特になし

女の子
（有効回答477）

男の子
（有効回答 499）

35.9% 
73.7%

19.4% 
8.0% 

27.7% 

4.8% 

20.8% 
6.7% 

78.8% 

ランドセルについては、一昔前に比べ、さまざまな色を選ぶことができるようになりました。
ただ「どの色を選ぶか／選べるか」には男女差があるようです。そこで、ランドセルの色に
ついての意識を聞いてみました。

女の子 35.6%

男の子

47.5% 16.9%

36.5% 18.1% 45.5%

買わない 分からない買ってあげる
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幼児期のジェンダーガイドブック

【アンケートのコメントより】

男の子がピンクのランドセルだと

身内や周囲から色々と
言われそう。（30代 /女性）

あとで後悔しないか確認の上、 
本人の主張を尊重したいが、

いじめの対象になら
ないか心配。（30代 /女性）

自分は違和感をもつ色でも

子どもが選んだもの
を尊重したい。

世間の評価に合わせないと
本人が嫌な目に合いそう。

色に関しては女の子の方が
世間の許容が広い気がする。
（50代 /女性）

ランドセルの色は、自分が小さい頃の
カラーイメージが残っている。トイレ
の表記なども赤青で分けられていて、

知らぬ間に刷り込まれて
いると思う。　（30代 /男性）

ランドセルの色は好きなものを
使ってもらいたい。これからは

を使うのもいいと思う。
（30代 /男性 )

▶女の子のランドセルの色は比較的自由に決められる。でも、
   男の子がピンクや赤を選ぶのは相当の覚悟が必要。その原因
   として「社会の目」を挙げている人が多かった。

女の子は男の子っぽいものでもよく
なったが、男の子のランドセルは黒
をベースに差し色が動いていくだけ。

男社会は未だ保守的。
（30代 /女性）

（30代 /男性）

（40代 /女性）
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幼児期のジェンダーガイドブック

プレゼント・おもちゃ

Q.　人からもらったプレゼントに男女による違いがあると感じたことがありますか？

子どもにとって身近なおもちゃや、人からもらう（または人にあげる）プレゼント。
子どもの性別によって、プレゼントの内容に違いはあるのでしょうか？

ある

％

男女の違いを感じている人は、6割以上いました。

コメント欄には、女の子には赤やピンクが選ばれることが多く、
逆に男の子には青や緑が選ばれることが多い、といった色や柄に
関する指摘が多くありました。また、男の子には乗り物系のおも
ちゃ、女の子には人形やおままごと道具をもらう、といったコメ
ントも多く見受けられました。男の子には「かっこいい」、女の子
には「かわいい」という形容詞が多く使われていました。

娘にいただくのは、
ピンク色のもの。
（30代 /女性）

息子には、赤・ピンク
系のおもちゃや服をも
らったことがない。
（20代 /女性）

産婦人科で受け取ったネームカードは青
と赤。その後も、みな何も違和感なく色

で分かれたものを渡してくれる。売り
場がそうなので、そうする
しかないのかもしれない。
（30代 /女性）

メーカーが対象を
決めつけ過ぎてい
ると感じる。

男の子には電車や車、
女の子にはお人形、
ぬいぐるみが多い。

（40代 /女性）

（30代 /男性）
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幼児期のジェンダーガイドブック

Q.　ご自分では、 男女で違うプレゼントを選びますか？

選ぶ

％

一方、プレゼント選びをする際に「男の子向け」「女の子向け」を
選んでいると感じている人は、66.5%いました。

1つ前の質問と同じく、女の子にはピンク色の「かわいい」ものを、
男の子には青、緑の「かっこいい」ものを選ぶというコメントが
多くありました。

赤ちゃんへのプレゼント選びでは、

男女別を匂わせる選択
肢しかなかった。
（30代 /女性）

他人の考えは分からないので

無難           に女の子なら女の子用
を、男の子なら男の子用を買っ
てしまう。（20代 /女性）

出産祝いで男の子にピンクの服を渡したら

　　　　　
な青系の洋服にしている。本当は色分け
するのが大嫌いだけど。（40代 /女性）

だと思われそうで、無難非常識

性差のない贈り物
を選ぶのは大変。

▶人からもらうプレゼントについては、6割以上が男女で違い
　があると感じている。プレゼント選びの際にも、男女で違う
　ものを選ぶ人が 6割以上いる。ただ、売り場がそうなってい
　るから仕方なくそうしている、中性的なものの選択肢が少な
　い、非常識と思われたくない、というコメントもあった。

中性的なもの
はあまりなく、
探すのが手間。
（30代 /女性）

このあいだ小学生女子に
送ったのは知育パズル。
（40代 /女性）
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幼児期のジェンダーガイドブック

幼稚園・保育園・こども園

Q.　園での男女分け・声がけが気になったことはありますか？

保育機関で、「男の子だから」「女の子らしいね」といった声がけ、園での生活における
男女分けが気になったことのある人は、どのぐらいいるのでしょうか？

気になったことがあるのは 21.4％で、ないのは 78.6 %。子ど
もの教育機関での声がけや男女分けが気になっている人は 5
人に 1人程度、と比較的少ないようです。

気になっている人からは、男の子には「強さ」「黒・青」を、
女の子には「かわいさ」「赤・ピンク」を当てはめることへの
違和感が書かれていました。別の設問のコメントでは、劇や
ダンスの際に性別によって役や衣装が分かれていたという声
が 100件以上ありました。

また、保護者を「お母さん」とひとくくりに呼ぶことに違和
感をもった経験が書かれていました。

ある

％

▶園での男女分けや先生などからの声がけが気になる人は 5人
に 1人程度。コメントからは、男の子には「強さ」を、女の子
には「かわいさ」「やさしさ」を求めている傾向が見える。
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幼児期のジェンダーガイドブック

「男の子が○○したら
かっこ悪い」

）性女/代03（ 

泣いた時の「男の
子なんだから」は
よく聞く。（40代 /男性）

「男の子なんだから
我慢しなさい」
「女の子なんだから
やめなさい」
（40代 /男性）

「プリンセスはそんな
話し方しないよ」
と保育園の先生が注意している
のを目撃してモヤモヤしたこと
がある。（30代 /男性）

「女の子は七五三
があるから髪を
長くしないとね」
（30代 /女性）

「男の子は力持ちだか
ら手伝ってもらおう」
（30代 /女性）

「男の子なのにピン
クでいいの？」「そ
れは女の子のだよ」
（30代 /女性）

【気になる声がけの例】 

保護者に関する声がけ、保護者への呼びかけ

保護者を「お母様方」
と呼ぶのに違和感 (父親や
祖父母もいるのに ) 。
（30代 /女性）

先生から子どもへの声がけ

「お洗濯、いつもお母さ
んがしてくれるもんね」
（30代 /女性）

「お母さんが心を込めて
作ってくれたお弁当」
お父さんが料理する家もあるのに…
と思った。（40代 /女性）
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幼児期のジェンダーガイドブック

身近な場面で

子どもの普段の言葉づかいや遊びなど、身近な場面でのジェンダー意識を調べました。

「男の子よりも女の子の言葉づかいの悪さが気になる」
について、約６割が「とてもそう思う」「少しそう思う」
と考えていました。「男の子のほうに高収入や安定を
求める」と「女の子にちゃんばらや戦いごっこはして
ほしくない」で、約２割が「そう思う」「少しそう思う」
と答えています。

Q.　あなたの考えに近いものは？

家事のお手伝いはつい女の子にさせてしまう

女の子には、できれば、ちゃんばらや戦いごっこはしてほしくない

男の子がおしゃれをしたり、服にこだわるのはあまり好ましくない

男の子よりも女の子の言葉づかいの悪さが気になる

女の子より、男の子のほうに将来「高収入」や「安定した」職業を選んでほしいと期待してしまう

男の子には、できれば、ままごとや人形遊びはしてほしくない

とてもそう思う 少しそう思う そう思わない（男女で差はない）

7.6% 12.7% 79.7%

14.1% 82.1%

95.7%

91.5%

93.4%

41.1%

6.7%

18.9% 40.0%

男の子の「ままごと」や「おしゃれ」の項目では、
9割以上が「NGとは思わない」という結果が出
ました。「家事の手伝いは女の子」という考えにも、
9割以上が「そう思わない」と回答しています。

▶男の子の家事、おままごとやおしゃれは、当たり前に
　なりつつある。一方で、女の子に対しては、6割の人
　が粗野な言葉づかいが気になると回答し、5人に 1人
　程度がちゃんばらや戦いごっこなどの遊びはしてほし
　くない、と考えている。
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幼児期のジェンダーガイドブック

「女だから」「男だから」で辛かった

経験を引き継がせないために

アンケートの最後に「これまでジェンダーに関する考え方
が窮屈だと感じたり、違和感があったことはありますか？
（あなた自身のことでも、子育てにおいてでも）」という質
問を設けました。「違和感があった」という人は、有効回答
数497件中306人の61.6%。コメント欄にはご自身の経験、
想いがたくさん綴られていました。

特に多かったのが、お手伝いに関するコメント。年代を問
わず、自身の体験として「女だからお手伝いをしなさい」
と家庭や親戚の集まりなどで言われ、違和感があったとい
うコメントが多くありました。また、スポーツに関しても、
女の子がスポーツをしていることに対して「そこまでやら
なくても…」と言われたり、サッカーは男の子がするスポー
ツ、という話をされてチームに入りづらかったといった体
験談もありました。「男だから泣くんじゃない！」というセ
リフへの違和感も数件ありました。

記憶をひもとくと出てくるジェンダーに関する違和感や居
心地の悪さ…。こういったものを「当たり前」として次の
世代に引き継がせないようにすることが大切なのかもしれ
ません。
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幼児期のジェンダーガイドブック

そこで少し視野を広げて、海外の事例を中心に幼児期のジェンダー
意識に配慮した取り組みを調査してみました。すると、日々の生
活に身近な商品やサービス、広告、教育などでジェンダー平等を
目指したさまざまな取り組みがあることが分かりました。６つの
典型的なシーンを手がかりにご紹介します。

世界には男の子が赤や
ピンクを選びやすいと
ころがあるのかな？ 

社会の目を変えていくには、
どうすればいいんだろう ?

園での声がけって
どうあるべき？

日本では女の子のお行儀を
気にする人が多いみたい。
他の国ではどうなんだろう？

おもちゃや子ども服、
どんな売り場がよいのだろう ?

子どもたちのおもちゃや本、
今はどうなっているの？
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幼児期のジェンダーガイドブック

子どもへの声がけ
～心の声に寄り添い、可能性を広げる

第２章　もっと自由に変えていくために
　　　　　～国内外の事例に学ぶ

おもちゃ、本、服など　
～性別での区別のない売り場へ

変わるメディア・教育
～子どもたちの未来を見据えて

インタビュー
ジェンダーニュートラルなドイツの幼稚園

「周囲の目が気になる」「いじめが心配だから無難な色を」「でも、本当は子どもの意思を
尊重したい」。前章で紹介したアンケートのなかに、こんな声がたくさんありました。子
どもの思いを大切にしたいと思う一方、社会の目が気になってしまうという経験は、誰し
もあるかもしれません。

ならば、その社会を変えるためにできることを始めてみませんか？

国内外で今、そんな思いをもった大人たちによる取り組みが始まっています。子どもたち
を取り巻く環境が変われば、子どもたちはもっと自由に、もっと広い視野をもって、いき
いきとそれぞれの可能性を広げていけるはず。そのための声がけや環境づくりに役立ちそ
うな、国内外のさまざまな事例をご紹介します。
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幼児期のジェンダーガイドブック

子どもへの声がけ
～心の声に寄り添い、可能性を広げる

Scene 3 

男の子なんだから
メソメソしていたら
恥ずかしいよ！

Scene 1 Scene 2 
男の子なのに
なんでピンクのカバン？
変なのー

はい、こっちは男の子
　　これが女の子用ね。

あれ！？
私、青がよかった…え、そうかな…

上の 3つのシーン、皆さんも似たような場面
に出くわしたことがあるかもしれません。

親や先生などから「男の子なのに」「女の子ら
しく」などと言われた子どもたちは、どう感
じているのでしょうか。「うん、男の子だから
強くなろう」「そうか、女の子らしくしなきゃ」
と考える子もいれば、「おかしいと言われたか
らもうやめよう」「本当はこっちが好きなのに」
と不安や不満を抱く子もいるでしょう。

いずれにしても、大人やまわりからの言葉は
子どもたちの考え方に大きな影響を与えます。
何気ない一言が、子どもたちの未来を左右す
る可能性もあるのです。

いたいーーー
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幼児期のジェンダーガイドブック

また、オーストラリアでも「no limitation」* とい
うタイトルの幼児関係者向けガイドラインが 2017

らす弊害や子どもたちの可能性を広げるための具体
策などが分かりやすくまとめられています。

こうしたガイドラインが生まれる背景には、何気な
いジェンダーの固定観念に大人自身が気づき、でき
るだけ早いうちから意識することで、子どもたちの
可能性を広げるねらいがあります。新しい人づくり
の試みは、将来に向けた豊かな国づくりにもつなが
ります。

ガイドラインは、幼児教育や育児の「回答」ではあ
りませんが、子どもとの接し方で迷ったり悩んだり
した時のヒントが詰まっています。

2018年、アメリカの研究機関が、米国保健福祉省の
助成を受けて「ジェンダーニュートラルな幼児教育
ガイドライン」*を公表しました。保育士や教員、ボ
ランティアや親など、子どもたちに関わる教育者・
保育者を対象にしたこのガイドブックは、10年以上
にわたる研究をもとに、大人の言動が幼い子どもた
ちにどのような影響を与えるか、詳しくまとめられ
ています。

さらに、どんな声がけをしていくのがよいか、具体
的な事例も書かれています。例えば、シーン 1や 2
のような場面では男の子も女の子もみんなが好きな
色を選べばいい、といった声がけを勧めています。
また、男の子に対して「男の子なのに女の子みたい

み「、合場たいがもど子たしを言発な的判批と」だ服な
んな自分が好きな服を着ていいんだよ」などの伝え
方を紹介しています。

大人への声がけでは、例えば、女の子とばかり遊び
がちな息子を心配する父親には、「男女を問わず、互
いに学び合えるのはいいことだ」と安心感を与える
語りかけを提案しています。

米国保健福祉省公認 ジェンダーニュートラルな幼児教育ガイドライン

* 参考：

ジェンダーニュートラルな幼児教育ガイドライン
https://eclkc.ohs.acf.hhs.gov/sites/default/files/pdf/healthy-gender-
development.pdf

no limitation
http://whe.org.au/wp-content/uploads/sites/3/2017/11/No-limitat
ions-guide_FINAL.pdf
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幼児期のジェンダーガイドブック

Scene 4 

シーン 4は、ある母親が実際に目のあたりにした光景で

す。店先で、息子が「この本、女の子向けって書いてある。

僕は見ちゃいけないの？」と嘆いているのを見て、身の

まわりのあらゆる男女の区別が、子どもたちの可能性を

せばめてしまうのでは、と疑問を抱くようになったと言

います。

そんな思いをもつ大人が集まり、子どもたちを取り巻く環

境を変えていこうと始まった活動の一つが、「Let Toys 

Be Toys キャンペーン」です。2012年にイギリスで始

まったこの取り組みは、「子どもたちがジェンダーなどの

制約なく好きなおもちゃで遊べるように」と玩具メーカー

や出版社などに訴え、男女別に分けられたおもちゃや本

を良しとしない風潮をつくり上げていきました。

参考：Let Toys Be Toys キャンペーン
http://lettoysbetoys.org.uk/

Scene 5 

アメリカやヨーロッパでも、以前はシーン 5のようにお

もちゃ売り場は男の子用と女の子用に分かれていました。

しかし、アメリカの大手スーパーマーケット「ターゲット」

のおもちゃ売り場での男女を分ける表示に対して、ある

母親が異議を唱えるツイッターを投稿。それをきっかけ

に、性別表示を撤廃しようという声が殺到し、おもちゃ

売り場の性別分けがなくなりました。イギリスの老舗玩

具店「ハムリーズ」も、それまで青で示されていた男の

子の売り場、ピンクだった女の子向けの売り場を、2011

年に一新しました。

BOYS GIRLSFOR GIRLS

この本、読みたいのにな…

おもちゃ、本、服など　
～性別の区別のない売り場へ

BOYS

GIRLS

HOBBIES

PRESCHOOL

GAMES

Action Figures
Blocks

Flying Toys
Remote Control

Art and Crafts
Board Games

Dolls
Dress Up

Baby 
Bath Time

BEFORE AFTER

こうした取り組みは、トイザらスなど玩具業界のみならず

子ども服業界にも広がり、2017年にはAbercrombie 

& Fitch や、イスラエルのNUNUNUなどが、子ども服の

ラベルや店舗内の案内板から男の子用・女の子用の表記

を削除しました。
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幼児期のジェンダーガイドブック

英国の大手デパートのジョン・ルイスが

発表した男女兼用の子ども服の一つ。男

の子の服にありがちな恐竜柄を、ワンピー

スにあしらったことで話題になりました。

などにも広がりを見せ、今や製品の種類やマーケティング手法にまで影響を与

えていると言われています。

 

日本でも、例えば今、「STEAM玩具」が注目を集めています。STEAMとは、

Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（ものづくり）、Arts（芸術）、

Mathematics（数学）の５つの単語の頭文字を組み合わせた造語で、科学技術

分野での競争力を高めるために推進されている教育方針です。現実の問題を解

決に導く力や今までにないものを創造するなど知育教育に役立つとされていま

すが、最近では性別に関係なく子どもたちの知的好奇心を刺激する玩具として

も選ばれています。

 

また、2019 年には男女の区別のない子ども服オンラインショップ Neutral* 

がオープン。性別というカテゴリー分けではなく、年齢・サイズ別、ブランド

別で子どもたちに似合うもの・好きなものを選べるサイトとなっています。

Neutral 代表の渡部 美雪さんは「誰もが好きな服を自由に選べるようにと願っ

て、 このショップを始めた」と話しています。

性別を超えてもっと自由に

科学 技術 ものづくり 芸術 数学

* 参考
子ども服オンラインショップNeutral
https://neutral-kids.com/
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幼児期のジェンダーガイドブック

Scene 6 

変わるメディア・教育

～子どもたちの未来を見据えて
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幼児期のジェンダーガイドブック

フランスのあるスーパーマーケットが 2015年の暮れに、

『ジェンダーフリークリスマス』というタイトルの映像を

制作しました。映像の冒頭、子どもたちは「男の人は外

で働き、赤ちゃんのお世話の仕方は知らないの」「女の人

はキッチンで働くのが仕事」などと話しています。でも、

おもちゃでいっぱいの部屋に案内され、自由に遊んでい

いと分かると、男の子は掃除機のおもちゃやお皿で掃除

やおままごとを、女の子はおもちゃの車やドリルなどの

工具を使って遊んでいました。クリスマスプレゼントの

販促キャンペーンで、ここまでジェンダーに踏み込んだ

広告は珍しく、末尾に流れる「おもちゃはおもちゃ。子

どもたちをステレオタイプから解放しよう」というメッ

セージは、多くの人の共感を呼びました。

ジェンダーフリーなクリスマス

止を決定した同国の広告業界団体は、その理由を「人々

の可能性を制限する危険性があるから」と説明していま

す。子どものおむつを替えられない男性や駐車が苦手な

女性、工具を扱う男性、キッチンに立つ女性など、いわ

ことで、職業選択や生活上の役割分担を、もっと自由に

しようというねらいがあるようです。

とが、家庭内暴力や児童虐待などの社会問題の解決につ

ながるという見方もあります。

ステレオタイプ広告を禁止

「そもそも、男らしさ、女らしさ、というのは、大人が

刷り込んでしまっているもの。まずは大人自身が気づ

き、変わらなければ」。こう語るのは、ジェンダーニュー

トラルな教育を目指してさまざまな挑戦をしてきた、

スウェーデンの幼稚園職員、Lotta Rajalin（ロッタ ラ

ジャリン）さんです。

彼女は、CNNのインタビュー * で「子どもたちには、

男女関係なくみな同じ土台の上で物事を考え、好きな

色を選び、やりたいことを追求していってほしい。そ

うすることで、それぞれが自信をもち、その先の人生

もよりよい選択ができるようになる」と話しています。

子どもたちが自分で選び、自由に遊ぶことを尊重でき

る社会に向けて、大人がやれることはまだまだあるは

ず。そんな勇気を与えてもらえる試みが、国内外で広

がっています。

まず大人が変わろう

* 参考：
ジェンダーステレオタイプを助長する広告の禁止
https://www.bbc.com/news/business-48628678）

CNNのインタビュー
https://edition.cnn.com/2017/09/28/health/sweden-
gender-neutral-preschool/index.html　
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インタビュー
ジェンダーニュートラルなドイツの幼稚園

幼稚園側で意識して分けていることはありません。

むしろ逆で、子どもたちができるだけジェンダーに

とらわれずに育っていけるように配慮しています。

幼稚園での活動も、男女分けはありません。週に 1

度インドアスポーツをしますが、男女そろって参加

しています。

演劇でも、「男の子用の役」「女の子用の役」という

分け方はしていません。1つ、分かりやすい例とし

て、クリスマスにイエス様誕生の劇を毎年上演して

いますが、男の子も女の子もイエス様の役をやりた

がります。「主役」だからです。男の子がマリア様

役をやりたがることも、女の子がヨセフ役をやりた

がることも普通にあります。メルヘン劇でも、女の

子が王様役を希望することもあります。

ジェンダーニュートラルな環境

に、子どもたちは自然となじむ

ドイツ南部・アウグスブルグ郊外にあるフリードベルグで、
25年間にわたり幼稚園の先生をされているChristine 

ンェジ、にんさ）ーナヒイラブ ーィテスリク（ renhcielB
ダーに関する考え方、子どもたちや保護者への声がけなど
についてお話を伺いました。

ー 幼稚園で男女で分けていることはありますか？ また幼稚園の一角に、コスチュームを用意しておい

て、子どもたちが自由に試せるようにしていますが、

男の子がキラキラした装飾のついたウィッグをつけ

てプリンセスになることも珍しくありませんし、そ

れで他の子に笑われるとか、からかわれるというこ

ともありません。

ジェンダーニュートラルな環境を提供してあげれば、

子どもたちは自然とそれになじんでいくものです。

もっと前の世代でしたら、幼稚園の先生が「あなた

は男の子なんだからマリア様はやれないのよ」なん

て言ったかもしれませんが、今はそういうことは

まったくありません。

幼児期のジェンダーガイドブック
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25年間この仕事をしていますが、最初の 5-6 年の

間は、「ジェンダーニュートラルな教育を試みよう」

と強く意識しながら子どもたちに接していました。

ですがその後の 20年は、社会のあり方も変わって

きて、今ではそれが当たり前になり、とくに意識す

ることもなくなりました。

子どもたちも、自然にジェンダーニュートラルな環

境に慣れ、日々の遊びなどでもそれが普通に定着し

ています。

もし、体操の時にお姉さんのお下がりのピンクのレ

ギンスをはいている男の子がいて、他の子たちがそ

れをからかうような場面では、私たち教師が話に入

り、「何色だから男の子にはおかしいということは

ないのよ」ということを伝えます。

ー 性別に関わりなく、子どもの発達を促せる

　ような工夫をしていますか？

ー 子どもたちが「女の子だから」「男の子なのに」という

　ようなラベルを自分に貼ってしまっていた場合、どのよ

　うな声がけをしますか？

このような分け方は、移民家族、とくにイスラム系

の家族で多くみられるかもしれません。服装の決ま

り事などについては、その家族の出身国の文化に関

わることなので、介入はしません。

ですがもし、女の子が自分が育つ家庭環境により、

「女の子はミニカーで遊んじゃいけない」というよ

うな固定観念をもっていて、それが幼稚園での遊び

にも影響している場合は、参観日にご両親に「おも

ちゃはどれもみんな用、誰が使ってもいいんですよ」

ということを伝えます。

その家族の文化的背景を尊重しつつ、子どもたちが

何らかの理由で劣等感をもったり、自分はとるに足

らない存在だという気持ちをもたないように気をつ

けています。

自分の国のやり方か、ドイツのやり方か、もっと大

きくなってから決めるのは子ども本人ですが、その

ための判断材料としての情報を与えられるように努

力しています。

子どもたちが劣等感をもったり、

自分はとるに足らない存在だと

いう気持ちをもたないように

幼児期のジェンダーガイドブック

また「なぜこの色は男の子にはだめだと思うの？」

というふうに子どもたちに質問を投げかけ、自分で

考える機会をつくるようにもしています。

アウグスブルグ
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第３章
一人ひとりの個性が活かされる社会を
次の世代へ

最後までお読みいただき、ありがとうございます。

本冊子の広義の目的は、より多様性のある社会
づくりのために子どもたちを取り巻く環境を変
えていくこと、具体的には、社会のなかにある
無意識の “性” に関する固定観念を理解し、“ジェ
ンダーバイアス” を克服するヒントを提示するこ
とです。

無意識のジェンダーバイアスを、まずは意識し
てみる。ジェンダーバイアスを克服する方法は
色々とあり、少しずつ変えていけそうだ！本冊
子を読んでいただいた皆さんに、そのように思っ
ていただけたならば幸いです。

でも、明日から行動を変えてみよう！と思って
も、何をしたらいいのやら――。そんな時、
子どもや保護者への（あるいは保護者同士の）
コミュニケーションの際に、企業の方なら、自
社の商品やサービスを開発する際に、次のよう
な問いを意識してみてはいかがでしょうか？

その商品やサービス、声がけは――

何が目的ですか？　
例えば、その目的に照らして性別によって形や
色、言い方を変える必要はありますか？

なぜ、そのようにした（言った）のですか？
うまく答えられないとしたら、それは再考する
チャンスかもしれません。

そして、最終的にはこの問いに常に立ち返りた
いものです。

それは、性別を問わず個性を発揮して活躍
できる土壌づくりにつながっていますか？

幼児期のジェンダーガイドブック
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これまで「常識」や「慣習」とされてきたことを変えるのは、
簡単ではありません。しかし、少しでも違和感をもつようなこ
とがあれば、そのままにせず、誰かに相談したりすることに
よって、少しずつでも変えるために動いてみてほしいのです。

本冊子で取り上げた海外事例だけでなく、世界では多くの人々
が、子どもたちを取り巻くジェンダーの固定観念を変えよう
と努力しています。それはつまり、変えようとすれば変えら
れる、ということでもあります。

今、社会のあり方が大きく変わろうとしています。ビジネス
の現場でも、地域社会でも、あらゆる場面で多様な個性をもっ
た人たちが知恵とチカラを合わせて、時代の変化に即した新し
いモノやサービス、仕組みを生み出すことが求められます。

そんな時代を生きる子どもたちを育てる私たち大人が、今ま
であまり深く考えなかったことを意識し、少しずつ言動を変
えていくことが、子どもたち一人ひとりがより自由に、より個
性を発揮して活躍できる社会づくりにつながると思うのです。

本冊子が、そのような社会をこれからの世代に受け渡していく
ための、小さな一歩を後押しできることを願ってやみません。

　　　　　　　　         　幼児期のジェンダーガイドブック
　　　　　　　         　  　制作プロジェクトメンバー一同

第1章
執筆：曽我 美穂（エコライター・エディター）、データ分析：堀込 泰三（秘密結社主夫の友CEO）
第 2章
リサーチ：岡山 奈央（CSR/ESG リサーチャー）、執筆：新海 美保（ライター・エディター）
はじめに、第 3章
執筆：木村 麻紀（環境ジャーナリスト・ファシリテーター）
プロジェクトマネージャー、デザイン：渡辺 千鶴（翻訳者・デザイナー）

私たちは、身体と心の性、性的指向、性自認はグラデーションのように曖昧なものであると考えていますが、アンケートや
本文中では、現状の傾向を示すために、男女という二元的カテゴリーを使用しました。ご了承いただけますと幸いです。

幼児期のジェンダーガイドブック
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この冊子は著作権フリーですが、引用される際にはプロジェクト名
「幼児期のジェンダーガイドブック制作プロジェクト」を明記してください。

ご意見、お問い合わせはこちらまで

印刷用 PDFはこちらでダウンロードできます。

を応援できる社会のために
　～幼児期のジェンダーガイドブック～

発行日：2019年 11月 27日
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	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24



